
家
作
風
の
特
徴
も
盤
く
之
を
信
ず
る
こ
ご
が
忠
写
す
し
て

．
銘
文
研
究
の
後
に
更
定
を
要
す
る
も
の
が
多
々
あ
る
べ
き

を
疑
ひ
得
る
。

　
劒
話
録
に
見
え
た
裏
前
友
成
の
刀
に
訂
す
る
故
旧
村
翁

の
話
に
嘉
顧
年
號
の
裏
銘
あ
る
友
戒
が
古
備
前
で
逼
差
す

る
傑
作
で
．
妊
商
が
年
齢
を
癖
滅
し
て
責
り
込
ん
だ
こ
あ

　
つ
て
、
翁
は
友
成
が
蕪
骨
に
も
一
人
あ
っ
た
こ
考
へ
ら
れ

た
機
で
あ
る
が
．
或
ば
嘉
顧
は
磨
上
銘
の
年
歯
で
實
物
は

矢
張
り
古
備
前
友
成
で
あ
り
得
る
ご
想
は
れ
る
。
此
の
・
如

き
談
謬
に
陥
れ
ば
同
名
の
刀
工
が
誌
代
も
あ
る
ご
さ
れ
得

る
。
刀
工
系
圖
に
見
る
同
名
数
代
が
若
し
此
の
如
き
誤
謬

に
基
い
て
整
理
さ
れ
來
つ
た
ε
す
れ
ば
之
に
盲
從
す
る
こ

ご
は
非
常
に
危
瞼
で
あ
る
。

　
本
稿
に
論
及
せ
ぬ
所
及
び
研
究
の
進
行
に
よ
っ
て
訂
正

を
要
す
る
こ
ご
は
他
H
纏
漏
楊
に
よ
っ
て
大
方
の
一
顧
を
乞

ふ
こ
ご
に
す
’
る
O
（
甲
子
十
二
月
三
日
稿
）

古
　
銀
　
銅
　
面
　
考

文
學
博
士
　
濱

　
C

田

耕

作

軸

繭

　
京
都
帝
広
大
學
丈
學
都
の
考
古
學
陳
列
室
の
二
品
中
に

薄
い
銅
及
び
銀
の
板
で
打
出
し
た
面
が
四
枚
あ
る
Q
是
は

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
古
銀
銅
断
考

一
昨
大
正
十
二
年
五
月
大
阪
の
山
中
商
會
の
支
那
古
美
術

展
覧
曾
に
墨
品
せ
ら
れ
當
時
の
目
録
に
は
「
秦
鋼
面
」
ご
聡

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
Q
私
は
之
を
一
見
し
て
頗
る
珍
ら

し
・
い
品
物
で
あ
る
ご
思
っ
た
が
、
其
後
圏
ら
す
小
川
爲
次

　
　
　
　
　
　
　
三
一
號
　
　
　
二
五
　
　
（
二
五
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
古
銀
飼
灘
考

魚
膠
の
示
唆
に
よ
っ
て
、
撫
中
定
次
郎
氏
か
ら
大
學
に
寄

購
せ
ら
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
の
は
洵
に
意
外
の
喜
び
で
あ

っ
て
、
我
々
が
深
く
由
中
華
の
厚
意
に
繊
謝
を
表
す
る
班

で
あ
る
。

　
然
る
に
其
後
件
の
展
覧
會
の
出
慰
物
を
編
纂
し
て
、
大

村
酉
二
瀬
が
「
獲
古
岡
録
」
二
懇
を
出
版
せ
ら
れ
把
が
、
致
ハ

の
上
憲
に
は
既
の
面
を
輯
録
し
て
、
左
の
如
き
説
明
が
下

さ
れ
て
あ
る
。

　
　
「
第
四
十
四
二
面
　
四
放
あ
り
、
其
一
は
銅
蝶
、
其
三
は
銀

　
　
錨
を
蔑
し
て
之
を
作
り
、
銀
の
二
頭
は
全
か
ら
す
，
鎚
蝶
の

　
　
二
面
は
米
だ
曾
て
金
石
の
薯
録
に
見
え
す
、
こ
難
も
、
北
辰
蒙

　
　
古
の
境
に
於
い
て
簾
る
時
屍
の
面
を
掩
ふ
に
用
み
し
物
な
り

　
　
ε
云
ふ
。
今
後
吏
に
阿
品
の
壁
土
あ
ら
ば
、
其
年
代
等
の
考

　
　
謹
を
得
る
こ
ε
あ
る
期
し
。
」

師
ち
こ
れ
に
は
其
の
幽
棲
が
蒙
古
の
．
境
で
あ
る
こ
ご
、
、

葬
儀
に
際
し
て
屍
膿
の
癒
を
掩
ふ
た
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ

新
し
い
事
實
が
加
っ
て
秦
代
の
も
の
こ
は
な
っ
て
居
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
　
　
二
山
ハ
　
　
（
二
轟
ハ
）

の
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
以
上
に
何
等
此
の
遣
物
に
鯛
す
る

報
道
を
軽
し
て
る
な
い
の
で
あ
る
が
、
淘
に
大
村
氏
の
言
－

の
如
く
此
者
は
從
來
支
那
の
金
、
娠
の
著
鎌
に
も
全
く
見
え

て
居
な
い
珍
ら
し
い
品
物
で
あ
る
か
ら
、
左
に
其
の
形
鋼

の
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
記
載
し
、
併
せ
て
之
に
關

す
る
私
の
所
見
を
も
述
べ
て
庭
藤
い
ご
思
ふ
。

二

　
大
村
氏
は
四
枚
の
う
ち
其
一
は
銅
蝶
ご
記
さ
れ
て
居
る

が
、
實
は
其
の
二
枚
が
隠
隠
で
あ
っ
て
最
も
完
全
に
保
存

せ
ら
れ
鼠
つ
最
も
大
き
い
の
は
其
の
中
の
一
箇
で
あ
る
。

そ
れ
は
裏
面
に
は
欝
錨
を
帯
し
て
居
る
か
、
表
面
は
な
ほ

金
色
の
輝
い
て
居
る
麹
か
ら
見
る
ご
、
元
ご
鍍
金
を
施
し

た
も
の
に
糖
違
な
い
、
長
七
寸
五
分
、
厚
二
厘
許
の
蒲
…
板

を
木
型
の
上
で
槌
超
し
た
打
田
し
浄
彫
（
一
、
曾
9
霧
曾
さ
「
δ

の
手
法
に
成
る
も
の
で
あ
る
Q
腰
上
生
え
際
は
一
文
字
の

弧
線
を
な
し
、
嗣
綴
は
切
り
離
し
の
細
工
で
、
眉
ご
鼻
ご

、



第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
古
銀
銅
齎
考

圖一撃（圖氏田島）面假銅銀見獲張北那支

第
一
號

は
連
観
し
、
眼
は
閉
ぢ
た

形
を
現
は
し
、
鼻
下
の
凹

・
線
は
小
さ
い
が
著
し
く
、

口
は
小
さ
く
上
下
爾
唇
を
、

明
か
に
逼
別
し
て
居
る
。

．
而
し
て
特
に
目
立
つ
の
は

鼻
側
か
ら
頬
に
至
る
溝
線

の
八
字
状
を
な
し
、
顔
の

輪
廓
ご
爾
頬
ビ
願
部
ビ
に

魑
離
し
て
居
る
こ
ご
で
あ

る
、
目
に
細
長
く
二
三
の

窪
み
を
打
込
ん
で
細
部
を

示
さ
う
ご
し
て
居
る
が
、

こ
れ
は
甚
だ
不
充
分
で
あ

る
。
併
し
眉
上
に
は
細
い

．戦

?
を
以
て
眉
毛
を
現
は

し
、
眼
腱
の
毛
は
細
線
を

二
9
七
　
　
（
二
七
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
古
銀
飼
面
考

以
て
示
し
て
居
る
の
は
神
馬
注
意
す
可
き
黙
で
あ
ら
う
。

男
女
鶉
れ
を
現
は
し
た
こ
も
断
じ
兼
諏
る
が
、
其
の
優
し

い
風
貌
は
、
此
の
假
弼
に
於
い
て
特
に
女
子
ビ
も
思
は
し

め
る
庭
が
な
い
で
も
な
い
。
（
騨
レ
）

　
次
に
銀
蝶
の
二
面
は
共
に
紫
黒
色
を
呈
し
、
其
の
一
は

だ
い
額
の
爾
側
を
映
損
す
る
の
み
で
、
殆
ご
全
形
を
令
し

て
居
る
。
是
は
長
六
寸
四
分
、
厚
二
厘
溺
の
薄
板
を
槌
翻

し
た
こ
ご
は
、
前
者
ご
同
様
で
あ
る
が
、
眉
に
稽
々
低
く

口
は
不
整
形
で
、
鼻
孔
其
び
眼
ご
共
に
不
規
則
な
裂
孔
を

穿
っ
て
居
る
。
耳
は
精
々
大
き
く
、
其
の
朶
端
に
各
一
箇

の
孔
を
開
い
て
居
る
の
は
前
者
に
見
な
い
慮
で
あ
る
の
み

な
ら
す
、
右
耳
の
附
着
部
の
土
下
に
は
細
孔
を
穿
っ
て
あ

る
。
（
第
一
圃
2
）

　
三
富
の
他
の
一
箇
は
手
法
之
に
類
似
し
て
居
る
が
、
眼

の
上
部
ご
右
類
ご
を
敏
損
し
、
大
き
く
鼻
孔
を
穿
ち
、
口

唇
は
蒲
々
突
越
し
、
之
に
裂
孔
を
開
い
て
居
る
、
而
し
て

左、

ﾌ
耳
朶
に
は
小
孔
を
穿
っ
て
居
る
の
み
な
ら
す
、
其
の

　
　
　
　
　
　
　
第
…
號
　
　
．
二
言
　
　
（
二
入
）

下
方
類
緑
に
も
圓
い
孔
を
通
じ
て
居
る
。
（
第
一
圓
3
）
銅
蝶
の
断

片
一
箇
月
製
作
は
寧
ろ
此
等
銀
板
の
も
の
ご
相
似
て
、
鼻

孔
を
通
じ
口
に
は
裂
鶴
が
あ
り
、
爾
耳
は
敏
失
し
て
居
る

が
．
頬
下
の
縁
邊
に
小
さ
い
孔
を
通
じ
て
あ
る
。
な
ほ
既

の
面
の
表
に
も
鍍
金
の
形
迩
は
な
く
、
其
の
裏
に
は
青
鋪

の
間
に
麻
布
の
鋪
き
も
の
、
附
着
し
た
痕
蓬
を
残
し
て
居

る
の
は
注
意
す
可
き
黙
で
あ
る
。
（
第
一
岡
4
）

三

　
以
上
は
此
の
銀
銅
面
の
唇
面
の
一
般
で
あ
る
が
藷
我
々

は
此
等
四
枚
の
う
ち
鍍
金
銅
面
一
箇
ご
、
他
の
銀
銅
三
簡

ご
の
間
に
、
手
法
上
激
し
い
差
違
の
存
す
る
こ
ビ
を
認
め

ざ
る
を
得
無
い
。
師
ち
前
者
の
技
術
は
槌
起
の
手
法
こ
し

て
三
々
熟
練
の
程
度
に
あ
る
も
の
で
、
且
つ
眉
昌
鼻
口
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ケ
マ
ヂ
ソ
ク

の
器
官
は
頗
る
形
式
化
し
、
全
癒
こ
し
て
幾
分
規
矩
的
に

な
っ
て
居
る
に
反
し
、
後
者
の
技
術
は
頗
る
幼
稚
拙
劣
で

あ
る
ビ
同
時
に
、
未
だ
殆
ざ
形
式
化
し
て
居
な
い
。
此
の

㌔



恥

爾
者
が
固
よ
b
同
時
に
存
在
し
得
な
い
ε
は
言
へ
な
い
が

若
し
も
其
問
に
時
代
の
相
違
を
認
め
る
な
ら
ば
、
後
者
は

確
に
前
藩
よ
り
も
古
い
技
衛
に
属
す
る
ご
す
可
き
で
あ
ら

う
。　

此
等
の
金
鳩
面
は
果
し
て
何
に
使
用
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
ら
う
か
。
所
傳
の
如
く
葬
儀
の
鼻
面
を
掩
ふ
た
所
謂
死

面
角
9
窪
諺
錠
く
O
H
b
一
。
訂
毒
甲
塁
∬
）
の
類
で
あ
ら
う
か
。

之
を
製
作
の
上
か
ら
考
へ
る
ご
、
其
の
資
料
の
弱
い
薄
板

で
作
ら
れ
て
居
る
織
か
ら
見
て
も
、
鋼
船
演
劇
用
戦
…
闘
用

若
し
く
は
他
の
永
久
的
用
途
に
供
せ
ら
れ
る
も
の
ご
想
像

す
る
こ
ご
は
、
不
穏
嘗
で
全
く
一
時
的
の
用
途
を
有
し
て

居
っ
た
も
の
こ
す
可
き
で
あ
る
。
此
黙
に
於
い
て
葬
儀
用

の
死
面
こ
す
る
こ
ご
は
最
も
適
當
な
見
方
で
あ
る
ε
思

ふ
。

　
耳
朶
に
あ
る
穿
孔
は
或
は
之
に
紐
を
蓮
じ
て
被
用
す
る

爲
に
設
け
ら
れ
た
も
の
ご
考
へ
る
入
が
あ
る
か
も
知
れ
．
な

い
併
し
假
衝
ご
し
て
は
斯
の
如
く
動
き
易
い
脆
溺
な
部
分

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
古
銀
銅
冨
考

曳

に
紐
孔
を
設
け
る
の
は
普
通
で
は
な
い
ρ
是
は
寧
み
耳
に

耳
贈
を
附
す
る
爲
め
に
穿
つ
た
孔
を
現
は
し
た
ご
見
る
を

穏
常
ご
す
る
。
類
邊
な
ご
に
在
る
小
々
は
之
ご
は
異
っ
て
、

或
は
紐
を
遍
じ
て
他
の
布
片
木
版
等
に
附
看
す
る
爲
に
穿

挙
れ
た
も
の
ご
解
醸
す
可
き
で
あ
る
が
、
果
し
て
如
何
な

る
具
合
に
附
潰
せ
ら
れ
た
か
は
、
今
ま
知
る
由
も
無
い
。

　
　
　
　
四

　
私
は
此
等
の
銀
風
面
を
展
覧
建
場
で
見
た
際
に
直
に
患

ひ
超
し
た
の
は
、
彼
の
シ
ユ
ソ
ー
マ
ン
の
資
掘
し
た
ミ
ケ

ー
ネ
の
黄
金
面
で
あ
る
。
是
は
荷
も
考
古
學
に
多
少
の
趣

味
を
持
っ
て
居
る
人
の
誰
人
も
同
様
に
聯
想
す
る
所
で
あ

る
が
、
私
は
幸
に
も
雅
典
の
國
立
博
物
館
に
於
い
て
其
の

實
物
を
一
見
す
乃
機
曾
を
得
た
の
で
、
…
暦
深
い
印
象
を

受
け
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
私
は
是
か
ら
斯
の
如
き
死
面

の
便
用
が
世
界
請
民
族
に
行
は
れ
て
居
る
蝋
石
を
遍
べ
る

に
鴬
っ
て
、
先
づ
此
の
最
も
顯
著
な
る
ミ
ケ
ー
ネ
の
黄
金

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
ご
九
　
　
（
二
九
）



＼

、

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
究
　
　
古
鍛
銅
藩
券

諸
点
に
就
い
て
記
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
シ
ユ
ソ
ー
マ
ソ
は
希
臓
の
ミ
ケ
ー
ネ
（
ソ
ぞ
ぎ
影
。
）
の
獅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
を
フ
ト

子
骨
の
内
側
所
謂
「
ア
ゴ
ラ
」
ご
慨
す
る
地
域
で
、
墜
穴
の

古
墓
数
個
を
狡
惜
し
た
が
そ
の
中
第
三
、
第
四
、
及
び
纂

五
の
墓
か
ら
凡
て
い
七
枚
の
黄
金
製
平
面
を
匹
見
し
元
。

二
枚
は
小
児
の
屍
膿
に
尊
し
、
極
く
薄
い
金
葉
板
を
顔
面

に
簾
捺
し
て
作
っ
た
眞
の
死
面
で
、
他
の
五
面
は
大
人
の

男
子
に
附
随
し
、
稽
々
厚
い
金
の
薄
板
を
木
型
上
に
打
寓

し
た
も
の
で
あ
る
。
此
等
の
多
く
は
精
密
形
を
な
し
、
細

い
閉
眼
の
死
貌
を
示
し
て
み
る
が
、
或
岩
は
集
い
大
き
な

眼
を
現
は
し
、
且
つ
大
き
な
口
を
有
す
る
尚
早
の
相
貌
を

有
し
て
居
る
。
第
五
墓
出
土
、
の
も
の
は
髪
韓
を
具
へ
、
耳

を
特
立
し
て
現
は
し
、
除
慰
霊
も
整
っ
て
居
る
が
、
他
の

多
く
は
頗
る
古
拙
幼
学
の
技
術
に
課
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
聯
二
）
、
　
　
　
　
－

　
此
等
の
廊
の
点
者
に
は
、
耳
，
邊
に
小
さ
い
孔
を
二
つ
範

穿
っ
て
之
に
紐
を
点
じ
て
顔
面
に
固
定
せ
し
め
る
楼
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
纂
一
號
　
　
　
三
〇
　
　
（
三
〇
）

て
あ
る
呉
合
は
、
初
め
に
紹
介
し
た
支
那
北
野
婁
見
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

も
の
こ
同
じ
で
あ
る
。
且
つ
假
顧
全
膿
こ
し
て
も
噸
る
酷

似
し
て
居
る
も
の
こ
言
ふ
こ
ご
が
田
家
る
。
シ
ユ
ソ
ー
マ

ン
は
此
等
の
擬
面
を
擾
存
し
た
墓
を
、
ホ
メ
ロ
ス
の
詩
中

に
あ
り
、
パ
ウ
ナ
ニ
ァ
ス
の
記
事
に
出
て
み
る
ア
ガ
メ
ム

ノ
ン
、
カ
ス
ヅ
ン
ゼ
ラ
な
ご
の
墓
に
擬
定
し
た
が
、
是
は

固
よ
り
信
ず
可
く
も
な
い
こ
ご
で
あ
る
が
、
ご
に
か
く
画

紀
寺
千
五
百
年
に
も
侮
る
可
き
班
謂
エ
ー
ゲ
文
化
の
、
・
、
ヶ

ー
ネ
時
代
の
遽
物
で
あ
る
こ
ご
は
論
の
労
い
駈
で
め
る

（。QT
δ
憂
き
ち
曽
2
印
8
…
。
Q
。
ざ
。
喜
p
藁
u
－
m
。
爵
§
豊
リ
ゴ
・
霧
雪
ざ
お
Φ
三
翠
簿
お
キ
勺
霧
・
三
亀
d
霧
。
門
慧
9
；
h
ρ
§
ρ
）

　
以
上
の
う
ち
小
兇
の
假
面
は
顔
弼
に
座
捺
し
て
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
れ
ば
共
の
死
者
の
省
像
ε
し
て
現
は
さ
れ
た

こ
ご
は
言
を
倹
た
な
い
。
又
た
他
の
点
心
も
其
の
製
作
に

巧
拙
精
凝
の
別
が
あ
り
、
或
は
限
を
開
い
た
も
の
、
如
く

見
え
る
の
も
あ
る
が
、
一
々
有
髪
無
、
縣
其
他
特
殊
の
画
貌

を
表
現
す
る
に
努
め
た
形
跡
・
か
ら
も
見
て
も
、
矢
張
り
一

々
の
死
者
の
省
議
ε
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
を

匙

．
“

騨



，

、

、

第
二
圖
　
・
希
騰
ミ
ケ
ー
ネ
獲
見
黄
蚕
，
假
、
面

察
す
る
こ
ご
が
出
悟
る
。

五

　
ミ
ケ
ー
ネ
を
別
に
し
て
エ
ー
ゲ
文
化
の
時
代
又
た
後
の

希
望
に
於
い
て
は
演
劇
の
際
所
用
の
三
面
（
o
。
9
碧
ω
℃
芭
亭

僧
涛
。
）
な
ご
の
外
、
死
面
の
登
見
に
就
い
て
は
殆
ざ
聞
か
・

　
　
　
第
十
雀
　
　
研
　
究
　
　
古
銀
銅
面
考

　
　
　
　
　
　
　
　
、
「

耀
灘
鐵

な
い
が
、
伊
太
利
に
於
い
て
は
エ
ト
ル
ス
キ
は
夙
に
土
製

若
し
く
は
青
銅
製
の
死
者
の
假
面
を
造
り
、
或
は
禮
部
患

で
を
も
模
し
だ
も
の
を
作
っ
た
。
而
し
て
羅
馬
人
も
亦
た

此
の
死
面
を
作
り
、
貴
族
な
ご
は
租
先
の
蝋
面
を
其
の
廣

間
に
懸
け
る
こ
ご
が
あ
っ
た
、
羅
馬
に
於
け
る
肯
像
彫
刻

の
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
ご
も
、
根
本
に
は
此
の
死
者
の
假
面

　
　
　
　
　
　
　

第
一
號
　
　
三
一
　
（
三
一
）

、



　
　
　
筑
十
三
　
　
紳
　
究
　
　
古
銀
銅
面
考

、
ビ
鰻
塚
あ
る
も
の
か
ざ
も
思
は
れ
る
σ
叉
た
重
席
以
前
の
、

古
い
埃
及
人
も
此
の
死
面
を
作
っ
た
も
の
で
、
マ
、
リ
エ
ッ

ト
は
ラ
メ
ス
ご
世
の
子
力
、
ム
ス
の
厚
い
金
面
を
着
け
て
居

る
の
を
登
冷
し
、
ナ
ッ
カ
ー
ラ
に
於
い
て
は
シ
カ
モ
川
樹

製
の
精
巧
な
木
乃
伊
の
假
面
が
あ
り
、
是
は
表
面
を
麻
布

で
被
ひ
、
漆
喰
を
塗
り
一
見
赤
銅
の
如
く
見
え
る
ビ
云
ふ

嫁
ほ
又
た
メ
ソ
ボ
タ
、
・
、
や
の
ク
ユ
ン
ジ
ッ
ク
、
古
へ
の
ヵ

ル
タ
ー
ゴ
を
は
じ
め
、
ダ
ニ
ユ
弓
ヴ
河
鱒
、
ガ
ウ
ル
、
英

　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ラ
コ
ッ
タ

、
二
等
に
も
金
銀
或
は
陶
製
の
假
面
が
登
見
せ
ら
れ
る
ざ
の

事
で
あ
る
。
（
b
d
O
目
づ
価
O
「
炉
－
》
目
け
節
O
Ω
⑦
匹
O
げ
仲
m
げ
巴
邑
P
Φ
卿
ω
o
智
一
貯
助
ぼ
器
犀
。
昌
・
原
書
未
見
）

　
劔
て
東
欧
で
は
希
臓
文
化
の
影
響
を
受
け
た
南
露
西
亜

の
ケ
ル
チ
（
内
①
危
ご
に
近
い
グ
リ
ニ
シ
ユ
ケ
に
於
い
て
、

　一

ｪ
三
七
年
「
黄
金
面
の
王
后
の
菓
こ
　
（
目
。
ヨ
げ
O
h
9
。

◎
器
・
昌
言
鴎
Ω
。
匡
冒
9
路
）
か
ら
金
製
假
面
を
心
見
し
た

こ
れ
は
恐
ら
く
石
膏
の
型
か
ら
作
っ
た
實
際
の
宵
像
で
あ

る
ら
し
い
。
更
に
東
方
西
台
利
亜
の
エ
ニ
セ
イ
河
の
上
流

ミ
ヌ
シ
ン
ス
ク
に
於
い
て
は
、
ア
ド
ソ
ア
ノ
フ
氏
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
三
二
　
　
（
三
二
）

て
チ
ユ
ー
1
8
入
の
古
墳
か
ら
贈
、
一
十
枚
の
石
膏
粗
面
を
登
．
見

し
た
が
、
多
く
■
は
丹
を
塗
っ
て
あ
っ
た
。
是
は
銅
器
時
代

の
火
葬
墓
に
駕
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
記
の
ヶ
ル
チ
附

近
の
も
の
こ
文
化
上
の
關
係
が
あ
る
か
否
か
は
不
明
で
あ

る
Q
（
冒
一
口
9
㌦
∩
鐸
。
匹
畠
帥
ω
o
団
け
げ
ド
ロ
ω
…
b
口
凸
婦
⑦
o
」
寓
塑
切
閃
。
μ
　
一
昌
創
。
弓
く
α
一
げ
O
円
パ
離
口
臣
O
●
b
門
O
げ
一
く
h
・
》
昌
陣
げ
「
O
℃
Q
一
〇
σ
q
一
①
9
回
○
◎
◎
◎
軌
・
M
（
ぐ
－
同
・
）
・

二死製月見獲洲満　圖三第

　
此
他

亜
細
亜
．

ノ
に
於
い

て
は
ミ

ヌ．

V
ン

ス
ク
以

東
に
、

他
に
如
何
な
る
遺
物
が
あ
る
か
は
、
我
々
の
銀
白
面
を
以

て
蒙
古
境
の
も
の
こ
す
る
外
に
、
私
の
知
見
に
上
っ
て
み

る
の
は
た
い
、
満
洲
の
某
地
で
日
露
戦
爾
の
際
獲
た
こ
霧
・

す
る
鐵
製
の
假
面
竺
つ
あ
る
（
重
書
。
こ
れ
は
内
部

の
充
下
し
た
頗
る
重
厚
な
も
の
で
あ
っ
て
．
其
物
凄
い
死

．



㌧

者
の
相
貌
は
正
し
ぐ
蝋
若
し
く
は
其
他
の
材
料
を
以
て
先

づ
死
面
を
作
り
、
そ
れ
に
鋳
鐵
を
流
し
込
ん
だ
も
の
に
違

ひ
な
い
。
時
代
に
至
っ
て
は
全
く
其
の
考
謹
を
歓
く
が
、

数
百
年
を
湖
る
様
な
古
い
も
の
で
は
無
い
ご
思
は
れ
る
の

み
な
ら
す
、
他
に
斯
の
如
き
事
物
を
見
な
い
庭
か
ら
察
す

る
ビ
、
特
殊
の
場
倉
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
（
聯
三
）

　
併
し
金
瀦
製
の
死
面
を
作
る
こ
ご
は
支
那
本
土
に
は
聞

か
な
い
が
、
南
方
遍
羅
、
束
蒲
塞
に
於
い
て
は
、
王
者
の

．
死
ん
だ
時
に
其
の
面
に
黄
金
製
の
勲
章
を
掩
ふ
こ
ご
が
あ

る
。
印
度
支
那
の
シ
ヤ
ソ
族
の
部
長
も
死
後
金
銀
の
假
面

を
被
せ
る
ご
云
ふ
か
ら
、
亜
細
亜
の
南
方
に
も
此
の
風
習

が
あ
っ
た
も
の
こ
思
は
れ
る
◎

幽xx

　
な
ほ
亜
細
亜
緻
…
維
巴
等
か
ら
か
け
離
れ
た
他
の
諸
地
方

に
も
既
の
死
面
の
風
樹
が
臨
く
振
が
っ
て
居
る
が
、
今
ま

其
の
三
四
を
翠
げ
る
ビ
、
先
づ
古
代
メ
キ
シ
コ
に
於
い
て

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
古
銀
銅
磁
考

は
死
ん
だ
王
者
の
顔
に
黄
金
製
や
、
土
耳
古
石
を
モ
ザ
イ

ク
に
し
た
り
、
或
は
彩
色
を
し
だ
事
態
を
被
せ
る
。
北
米

の
塚
か
ら
は
貝
殻
製
の
面
が
獲
見
せ
ら
れ
、
又
た
ア
ソ
ウ

ト
島
の
土
人
は
大
慧
な
木
製
の
假
面
を
以
て
死
者
の
顔
を

掩
ふ
。
其
他
秘
露
ヵ
メ
ル
ン
、
ケ
ナ
イ
、
タ
ヒ
チ
等
の
住

民
に
も
死
面
を
見
る
こ
ご
が
礁
摺
る
機
に
．
一
々
列
暴
す

る
煩
に
堪
へ
な
い
程
で
あ
る
。

　
さ
て
然
ら
ば
何
故
に
斯
の
如
き
假
面
を
死
者
の
顔
面
に

被
せ
て
之
を
葬
っ
た
か
ε
云
ふ
に
、
各
民
族
の
間
に
多
少

其
の
傳
説
意
義
を
殊
に
し
て
居
る
に
し
て
も
、
畢
覧
死
者

が
黄
泉
の
族
路
に
向
ふ
際
、
悪
字
な
ざ
の
害
を
避
け
る
爲

め
之
を
保
護
す
る
帥
ち
「
ア
ボ
ト
質
バ
イ
ヤ
」
（
》
℃
0
9
0
亨

｛
膏
）
の
意
に
出
で
π
も
の
で
あ
る
。
三
面
は
死
者
の
顔
衝

を
保
謹
す
る
の
み
な
ら
す
、
之
に
よ
っ
て
死
者
を
紳
聖
に

す
る
こ
ご
が
趨
駈
る
ご
考
へ
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
黙
に

於
い
て
は
、
紳
樂
舞
踏
に
用
み
る
所
の
面
面
も
、
亦
た
同

じ
く
之
を
藩
寂
す
る
紳
宮
は
此
の
物
の
媒
介
に
よ
っ
て
、
・

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
三
三
　
　
（
碁
二
）



第
十
懸
r
　
研
　
兜
　
　
古
銀
鋼
斑
考

帥
威
を
現
は
し
、
帥
を
代
表
す
る
こ
ご
に
成
る
の
で
あ
る

そ
れ
故
假
面
は
唐
墨
民
族
の
間
に
於
い
て
は
、
常
に
一
の

帥
馨
る
品
物
霧
へ
ら
れ
て
る
る
。
倉
皇
葬
簸
島
u

墾
墾
笹

　
假
面
を
死
者
の
顔
面
其
者
に
被
せ
な
い
で
も
、
葬
儀

に
際
し
て
死
者
の
親
族
の
者
が
之
を
着
け
る
場
合
は
タ
ヒ

チ
に
あ
る
Q
又
た
古
代
の
羅
馬
に
於
い
て
は
親
戚
其
他
の

も
の
が
死
者
の
目
地
を
被
っ
て
枢
車
の
後
に
從
つ
た
。
此

等
も
矢
張
死
面
に
密
接
な
る
關
係
あ
る
風
習
で
あ
っ
て
特

に
葬
儀
の
際
面
面
を
被
っ
て
舞
踊
を
す
る
こ
ご
は
、
ア
ソ

ウ
ト
島
の
土
人
其
他
に
も
行
は
れ
て
居
り
、
斯
の
如
き

死
者
を
崇
舞
す
る
爲
の
假
面
舞
踊
が
段
々
登
達
し
て
希
臓

の
悲
劇
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
ご
ソ
ッ
ヂ
ゥ
エ
蓄
氏
は
論

じ
て
み
る
。
（
繋
霧
艶
素
干
諜
十
七
”
甥
聾

七

鑑
嚇
號

三
四
　
　
（
三
闘
）

支
那
に
は
死
者
に
工
面
を
着
け
し
め
る
こ
ご
は
無
い
様

で
あ
る
が
、
假
面
を
麿
け
た
者
が
儀
式
に
田
て
興
る
こ
ビ

が
あ
る
。
郭
ち
「
綱
禮
」
に
あ
る
方
相
器
は
是
れ
で
．
あ
る
◎

夏
鳶
に
「
二
相
氏
．
狂
夫
四
人
」
ざ
あ
り
、
「
・
方
相
氏
掌
．
蒙

　
第
四
悶
方
相
氏
（
政
事
要
略
班
載
）

㎝

Oφ
　
　
O

熊
皮
黄
金
四
旨
、
玄
衣
朱
裳
，
執
業
揚
楯
、
帥
百
隷
　
而

時
灘
、
以
索
室
駄
疫
、
大
喪
先
厩
、
及
墓
入
鑛
、
以
交
撃

四
隅
、
隊
方
良
し
ご
見
え
て
み
る
が
、
方
相
は
註
轟
者
は



・

放
置
ご
同
じ
く
畏
怖
す
可
き
貌
を
云
ふ
ご
解
し
て
み
る
が

或
は
方
位
を
相
す
る
ご
云
ふ
意
で
、
四
目
は
方
角
の
四
つ

を
意
昧
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
近
世
で
は
之
を
開
路
騨
な

ざ
犀
ぷ
様
で
あ
る
、
簸
鋳
聖
贈
．
器
磁
煽
）
そ
れ
は
兎

に
角
。
黄
金
色
を
し
た
四
目
の
假
面
具
で
あ
る
こ
ご
は
明

か
で
（
周
禮
正
醗
巷
五
十
九
）
其
の
二
目
の
も
の
は
之
を
供
芸
ふ
さ
う

で
あ
る
。
而
し
て
此
の
方
相
の
假
面
を
着
け
、
玄
衣
二
重

の
服
装
で
戊
ご
盾
ご
を
手
に
し
、
厄
…
彿
ひ
を
す
る
の
が
方

粕
氏
の
職
務
で
あ
る
。
是
は
王
朝
の
前
後
か
ら
我
國
に
も

傳
っ
て
、
所
謂
追
灘
の
行
事
こ
な
っ
た
も
の
で
、
H
本
で

も
、
文
相
氏
の
假
面
を
着
け
る
こ
ご
に
な
っ
て
居
元
。

（第

l
圃
）
京
都
太
秦
の
慶
隆
寺
で
行
は
れ
る
牛
祭
に
、
假
面

を
着
け
て
行
事
を
や
る
の
も
、
此
の
儀
式
ε
關
係
あ
る
も

の
で
あ
ら
う
。
是
は
帥
ち
ア
ン
ド
レ
奄
々
の
「
儀
禮
假
面
」

（
嵐
艶
お
凶
ヨ
9
濠
○
ひ
）
で
あ
る
Q

　
今
一
つ
の
職
務
は
「
周
禮
」
に
あ
る
遍
）
、
．
方
禰
氏
が
天

子
の
綱
膿
に
際
し
て
先
嚇
し
て
、
墓
擬
に
入
り
、
四
隅
を

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
宵
銀
鋼
欝
考

撃
ち
機
巧
’
即
ち
周
両
を
殿
つ
こ
ご
を
や
る
Q
此
の
事
か
ら

し
て
彼
の
開
路
淋
ご
云
ふ
名
も
出
で
た
の
に
相
違
な
い
。

こ
れ
は
嗣
漢
以
後
長
く
今
日
ま
で
支
那
の
葬
儀
に
傳
っ
て

み
る
こ
ご
で
、
【
、
副
官
儀
し
に
「
陰
太
后
崩
、
前
有
方
相
及

鳳
導
車
」
ご
あ
り
、
済
々
葬
式
の
光
榮
を
叙
し
た
謙
に
「
，
暴

署
名
野
、
素
蓋
被
原
、
方
相
佗
々
、
施
旗
翻
々
」
ご
あ
る

の
を
見
て
も
．
其
の
朕
態
を
想
察
す
る
こ
ご
が
出
來
る
。

（照

T
左
）
斯
の
冬
喪
主
に
假
面
を
着
け
た
方
面
氏
の
現

は
れ
る
こ
ご
は
か
の
羅
馬
の
場
合
こ
も
酷
似
し
、
或
は
死

面
か
ら
鍵
化
し
た
も
の
こ
も
考
へ
ら
れ
る
Q
軌
れ
に
せ
よ

カ
メ
ル
ン
や
ア
ジ
ウ
ト
島
の
土
人
の
脅
俗
ご
、
全
く
同
じ

意
味
の
も
の
で
あ
る
こ
ご
が
推
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
Q

　
假
面
は
支
那
で
は
面
具
ご
云
ひ
、
或
は
假
衝
具
或
は
代

面
具
こ
も
書
し
．
前
に
述
べ
た
方
和
氏
の
そ
れ
の
外
に
も

．
戦
争
の
時
に
着
け
た
ア
ン
ド
レ
ー
氏
の
所
謂
「
戦
雫
假
面
」

（
穴
昏
σ
q
ぴ
ヨ
鼠
（
。
）
の
類
も
あ
っ
た
Q
北
齊
の
蘭
陵
主
長
恭

が
其
顔
貌
の
威
の
な
い
の
を
隠
さ
ん
が
嫉
め
、
馬
事
薙
に

　
　
　
　
　
　
　
　
．
第
｛
號
　
．
　
三
五
　
　
（
三
五
）



　
　
　
第
十
谷
　
　
蘇
　
究
　
　
．
古
銀
銅
欝
考

面
詰
を
着
け
た
こ
云
ひ
、
「
宋
史
」
の
傍
証
簿
に
「
臨
…
敵
被
髪

帯
銅
黒
具
、
好
事
賊
中
、
皆
披
靡
莫
敢
奏
し
》
」
あ
る
が
如

き
は
、
そ
の
例
で
あ
っ
て
、
是
は
敵
を
威
す
爲
め
の
外
、

防
禦
の
意
味
も
あ
っ
た
に
違
ひ
な
い
。
我
が
邦
の
兜
に
附

属
し
た
鐡
面
も
郎
ち
此
の
類
で
あ
る
。
な
ほ
支
那
及
田
塞

に
於
い
て
「
舞
踊
假
面
」
（
d
［
簿
一
μ
N
一
副
口
P
ψ
周
（
O
）
及
び
「
演
劇
假
面
」

（
ω
。
同
蚤
信
号
歪
訂
）
こ
し
て
登
達
し
た
も
の
は
、
唐
以
後

伎
樂
舞
樂
に
使
用
せ
ら
れ
た
豊
富
な
る
艶
物
を
、
我
々
は

奈
良
の
正
倉
院
や
法
隆
寺
．
東
大
寺
の
蕨
品
に
有
し
て
居
り

そ
の
系
統
の
後
世
に
傳
へ
ら
れ
た
ほ
本
の
能
面
に
就
い
て

は
今
更
言
及
す
る
迄
も
無
い
こ
ε
で
あ
ら
う
。
た
や
此
等

乱
悪
の
面
が
、
支
那
に
於
い
て
唐
代
に
西
域
や
南
海
地
方

こ
の
交
通
の
結
果
、
其
の
影
響
を
受
け
て
異
常
な
る
褒
達

を
禿
げ
た
も
の
で
あ
る
こ
ε
を
注
意
し
て
置
か
う
。

　
要
之
、
ア
ン
ド
レ
i
氏
の
言
の
通
り
、
東
亜
細
亜
は
逞

羅
、
緬
句
、
馬
來
諸
島
か
ら
、
支
那
厨
本
を
加
へ
て
假
面
獲

蓬
の
一
大
中
心
で
あ
る
、
其
の
次
に
遷
る
の
は
メ
ラ
ネ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
第
一
號
　
　
　
　

廿一

Rハ

@
　
　
（
一
二
山
ハ
）

　
ヤ
奨
の
次
は
亜
米
利
加
の
西
北
海
岸
で
、
是
は
南
北
爾
洲

を
通
じ
て
、
特
に
動
物
假
面
が
多
い
。
此
の
外
に
は
亜
弗

．
利
加
に
も
多
少
こ
れ
を
見
る
こ
ご
が
出
馬
る
。
但
し
こ
れ

は
死
面
の
み
な
ら
す
假
面
全
膿
に
託
す
る
親
察
で
あ
る
。

八

　
以
上
私
は
支
那
紫
雲
の
邊
か
ら
出
た
ご
云
ふ
銀
銅
の
假

面
を
記
載
し
た
の
を
緑
ε
し
て
、
其
の
死
面
ご
し
て
の
推

定
か
ら
、
世
界
諸
民
族
の
間
に
行
は
れ
た
死
面
の
使
用
に

出
す
る
顯
著
な
事
例
を
列
煙
し
、
な
ほ
死
面
芝
關
係
あ
る

他
の
受
業
男
用
の
習
俗
に
も
言
及
す
る
所
が
あ
っ
た
。
此

等
死
面
便
用
の
風
俗
は
斯
の
如
く
世
間
に
分
布
し
て
居
る

が
、
其
の
假
面
の
製
作
に
は
自
か
ら
二
様
の
別
が
あ
る
、

邸
ち
一
は
死
者
の
面
貌
を
型
に
し
若
し
（
は
之
を
模
し
た

爲
實
的
の
も
の
こ
、
他
は
怖
奇
な
動
物
若
く
は
想
像
的
動

物
等
の
面
貌
を
現
は
し
た
も
の
こ
の
そ
れ
で
あ
る
。
而
し

て
我
が
支
那
北
邊
褒
見
晶
ε
署
す
る
も
の
は
、
此
の
う
ち



膨

前
者
に
属
す
る
こ
ご
は
希
臓
ミ
ヶ
ー
．
矛
の
黄
金
霜
野
な
．
ε

、
同
じ
で
、
米
大
陸
其
他
支
那
の
方
相
器
の
假
面
な
ざ
の

如
き
控
奇
な
粗
貌
ビ
は
別
種
で
あ
る
Q

　
然
ら
ば
此
の
支
那
北
下
盛
代
ご
傳
へ
ら
れ
る
假
面
は
、

果
し
て
豊
満
ミ
ケ
ー
ネ
の
物
や
、
ケ
ル
チ
古
墳
の
も
の
や

潤
た
西
比
利
亜
ミ
ヌ
シ
ン
ス
ク
出
土
の
も
の
な
ざ
、
、
歴

世
的
系
圖
的
に
關
係
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
。
固
よ

わ
此
等
北
方
亜
細
亜
に
於
”
る
文
化
上
の
交
蓮
は
、
種
々

の
方
面
か
ら
立
謹
せ
ら
れ
る
こ
ご
で
あ
る
が
、
當
面
の
問

題
に
於
い
て
は
、
一
方
世
界
中
に
轟
く
行
は
れ
て
る
る
土

俗
的
事
例
で
あ
る
か
ら
、
之
を
端
摩
す
る
こ
ご
は
頗
る
危

瞼
で
あ
る
ご
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
だ
次
に
彼
の
銀
釧

面
は
果
し
て
何
時
頃
の
製
作
で
あ
る
か
ご
云
ふ
問
題
が
之

に
聯
下
し
て
超
っ
て
灯
る
。
當
初
「
秦
野
面
」
ご
標
記
し
て

あ
っ
た
理
由
は
、
秦
の
蒲
扇
が
天
下
の
兵
を
錆
し
て
銅
入

十
二
枚
を
威
陽
の
宮
門
前
に
立
て
た
こ
云
ふ
楼
な
話
か
ら

出
た
か
否
か
は
知
ら
な
い
が
、
若
し
も
此
の
假
面
の
製
作

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
究
　
　
古
銀
鋼
葡
考

妻

が
支
那
の
技
術
ご
關
係
が
あ
を
も
の
ご
改
定
し
て
，
其
の

楼
瀬
上
の
親
電
を
求
め
る
な
ら
ば
、
か
の
漢
代
の
副
葬
上

偶
で
あ
る
土
古
な
ざ
に
於
い
で
見
る
所
の
ア
ー
3
ヶ
な
い
古

拙
的
の
風
貌
を
想
ひ
処
す
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。
而

し
て
之
を
漢
心
若
し
く
は
其
れ
に
近
い
秦
こ
し
た
こ
ご
は

聯
か
理
屈
が
無
い
で
は
な
い
。
併
し
精
確
を
期
し
難
い
標

式
上
の
研
究
の
性
質
ご
、
彼
の
遺
品
の
不
明
な
る
出
所
ご

は
な
ほ
期
の
推
察
を
す
ら
躊
躇
す
る
を
賢
明
こ
す
る
の
で

あ
る
。

　
出
慮
は
不
確
で
あ
り
、
時
代
も
不
朋
で
あ
る
此
の
銀
銅

の
古
面
は
併
し
其
れ
が
だ
や
支
那
附
近
か
ら
出
た
も
の
で

あ
っ
て
、
世
舞
に
暑
く
行
は
れ
て
る
る
死
面
の
一
例
で
あ

る
こ
ご
を
知
る
丈
け
に
し
て
も
、
頗
る
興
味
あ
る
遣
物
ご
、

言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
◎
況
ん
や
若
し
こ
れ
が
將
來
北

亜
細
亜
を
移
動
し
距
西
比
利
亜
の
丈
化
ご
結
付
け
る
所
縁

ご
も
な
っ
て
行
つ
淀
な
ら
ば
、
更
に
意
外
の
結
果
を
齎
す

で
あ
ら
う
。
新
年
早
々
死
面
を
搬
ぎ
出
す
の
は
縁
起
で
為

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
三
七
　
　
（
三
七
）



鵯

、

　
　
　
第
十
岱
　
　
研
究
　
　
尺
の
、
醗
兜

無
い
が
、
邉
僻
｝
に
於
け
る
方
楕
氏
の
面
奥
ご
患
へ
ば
、
年

末
に
之
を
書
き
記
す
の
は
糊
し
も
謂
れ
の
無
い
こ
ご
で
は

な
い
。
而
し
て
此
の
小
篇
を
敷
原
勝
郎
博
士
の
｝
鋼
忌
の

記
念
こ
し
て
鎚
前
に
捧
げ
る
。

　
n
附
翻
…
〕
　
開
～
路
聯
君
に
就
い
て
に
、
ホ
ー
ロ
ー
ト
氏
に
コ
ニ
歎
源
流
聖
帝
佛

　
　
師
捜
聯
記
」
な
引
ひ
て
み
る
が
、
方
相
氏
が
闘
路
聯
亡
穂
す
る
所
以
為
明

　
　
に
し
、
支
那
近
世
の
俗
傳
な
知
ろ
こ
霊
が
爵
來
う
か
ら
、
次
に
之
か
掲

　
　
げ
ろ
こ
定
に
し
宍
。
「
開
路
融
敏
、
乃
周
禮
之
方
相
氏
是
也
、
相
徳
、
軒

　
　
　
　
　
　
　
第
扁
號
　
　
　
置
入
　
　
（
三
八
）

載
写
経
周
難
九
譲
、
野
馳
螺
瓢
適
齢
蟻
、
横
難
三
好
如
雛
護
、
肉
賀
枳

乙
防
夜
、
螢
叢
ハ
始
也
、
俗
名
隙
道
轡
、
一
名
陵
墓
將
軍
、
一
名
隔
路
淋

齎
、
獣
医
萄
長
者
鹸
《
額
廣
三
尺
、
嚢
長
三
尺
五
寸
、
繋
赤
、
癒
燈
、

頭
戴
策
髪
金
冠
、
均
穿
紅
戦
抱
、
脚
錘
皇
皮
靴
、
左
手
勃
玉
印
、
右
手

執
天
盤
戟
、
田
権
以
先
行
、
二
三
諮
凶
熟
、
悪
鬼
藏
形
、
行
枢
之
吉
紳

也
、
留
侮
之
於
後
也
云
Q
」
な
ほ
ホ
ロ
ー
ト
氏
著
書
第
一
巻
、
圃
版
第
九
魑

に
開
路
融
の
爲
眞
が
あ
ろ
。

尺

の

研

究

丈
學
士
　
藤

田

兀

春

　
さ
き
に
拙
稿
支
那
古
代
の
地
割
に
つ
い
て
（
本
誌
第
八
巷
一

號
）
算
賀
の
尺
に
は
、
短
い
も
の
ε
長
い
も
の
が
あ
っ
て
凡
四
類

の
高
議
が
あ
る
こ
ミ
を
論
じ
、
其
延
長
の
理
由
に
就
て
は
後
日
、

を
期
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
近
頃
こ
の
四
類
に
分
つ
丈
け

で
は
、
未
だ
至
ら
ぬ
ミ
恩
ふ
単
為
を
壷
見
し
ま
し
た
の
で
、
結

局
六
種
の
R
を
閥
題
、
こ
す
る
こ
ミ
に
な
り
ま
し
た
、
從
っ
て
當

時
の
摩
見
に
著
し
き
訂
正
を
加
へ
た
い
S
思
ひ
ま
し
て
、
再
び

本
誌
の
鹸
白
を
汚
す
事
に
し
ま
し
た
。
本
論
は
勿
論
尺
度
墾
遷

の
大
略
を
記
す
に
止
ま
り
ま
す
が
話
の
順
序
、
こ
し
て
、
第
一
に

度
の
逸
．
源
を
難
ね
て
周
尺
に
及
び
、
第
二
宇
宿
、
第
三
住
吉
尺

7


